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平
成
二
十
六
年
度	 

一
般
社
団
法
人
日
本

庭
園
協
会
定
期
総
会
開
く	 

平
成
二
十
六

年
三
月
二
十
日	 

東
京
・
明
治
神
宮	 

文

化
館	 

	 

一
般
社
団
法
人
日
本
庭
園
協
会
は

平

成
二
十
六
年
三
月
二
十
日(

木)

午
後
一
時

か
ら
東
京
・
代
々
木
の
明
治
神
宮
文
化
館

で

午
前
の
評
議
員
会
に
続
き
開
催
し
た

	 

	 [

評
議
員
会]

	 
	 

午
前
十
一
時

楠
の
間	 

	 
	 

	 
	 

	 

司
会

望
月
敬
生
常
務
理
事	 

	 

評
議
員
４
２
名
中

出
席
４
２
名(

委
任

状
出
席
２
０
名)

で

定
款
第
二
十
一
条
に

よ
り

成
立

金
子
直
作
会
長
が
挨
拶
に

続
き
議
長
と
し
て
議
事
進
行

第
一
号
議

案

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告

収
支

決
算

会
計
監
査
報
告

第
二
号
議
案

平

成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

収
支
予
算
説

明

第
三
号
議
案

一
般
社
団
法
人
移
行

申
請
完
了
報
告

第
四
号
議
案

役
員
改

正
の
件

第
五
号
議
案

東
日
本
大
震
災

復
興
記
念
庭
園
築
庭
事
業
の
件

以
上
は

総
会
に
お
い
て
一
括
審
議
を
諮
る
と
い
う

事
で
可
決

	 

	 	 
[

総
会]

	 
	 

	 
	 

	 

午
後
一
時

椎
の

間	 
	 

	 

司
会

柴
田
正
文
常
務
理
事	 

	 

正
会
員
５
０
５
名
中	 

出
席
者
２
６
０

名

委
任
状
出
席
１
７
８
名

で

定
款

第
二
十
一
条
に
よ
り
成
立

大
平
副
会
長

の
開
会
の
辞

金
子
会
長
の
挨
拶

龍
居

名
誉
会
長
の
挨
拶
の
後

会
長
が
議
長
席

に
着
き
議
事
録
作
成
者
に
望
月
敬
生
常
務

理
事

議
事
録
署
名
者
に
前
川
冨
士
子
理

事

高
橋
良
仁
理
事
を
指
名

議
事
に
は

い
る

	 

	 

○
第
一
号
議
案

平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告

収
支
報
告

会
計
監
査
報
告
の
件

	 

事
業
報
告

廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事	 

決
算
報
告=

高
橋
康
夫
常
務
理
事	 

監
査
報
告

野
村
脩
監
事	 

	 
１
現
状

平
成
２
６
年
２
月
２
４
日
現
在

	 
① 
事
務
所	 

〒1
6
9

0
0
5
1

東
京
都
新

宿
区
西
早
稲
田
一

六

三
フ

リ

オ
西
早
稲
田3

0
1

号	 

Ｔ
Ｅ
Ｌ&

Ｆ
Ａ
Ｘ0

3
-
3
2
0
4
-
0
5
9
5
	 

U
R
L
	 
h
t
t
p
:
/
/
n
i
t
t
e
i
k
y
o
u
.
o
r
g
/
	 

E
-
M
a
i
l
	 
	 
g
s
j
2
0
@
m
7
.
d
i
o
n
.
n
e
.
j
p
	 

② 

会
員
数	 

正
会
員
５
０
５
名

１
０

名
増

特
別
会
員
／
名
誉
会
員
１
１

名

１
名
減

維
持
会
員
４
社

±

０

賛
助
会
員
０
名

９
名
減

定

款
変
更
に
よ
り
正
会
員
へ	 

総
会
員
数
５
２
０
名

１
名
社
増

	 

※
カ

コ
内
の
数
字
は
前
年
比	 

③
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会

カ

コ
内
は
委
員
長

	 

本
部
委
員
会
／
総
務
委
員
会

望
月
敬
生

財
務
委
員
会(

高
橋
康
夫)

広
報
委
員
会

柴
田
正
文

技
術
委
員
会

廣
瀬
慶
寛

鑑
賞
研
究
委
員
会

高
梨
節
子

国
際
活

動
委
員
会

三
橋
一
夫

特
別
委
員
会
／

文
化
財
指
定
庭
園
調
査
委
員
会

金
子
直

作

日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
委
員
会

金

子
直
作

	 

③ 

支
部

カ

コ
内
は

支
部
長

	 

北
海
道
南
支
部

坂
勝

宮
城
県
支
部

菊

地
正
樹

茨
城
県
支
部

飛
田
幸
男

	 

栃
木
県
支
部

新
藤
志
延

埼
玉
県
支
部

野
村
光
宏

千
葉
県
支
部

加
藤
新
一

郎

東
京
都
支
部

上
野
周
三

神
奈
川

県
支
部

本
川
勇

新
潟
県
支
部

伊
藤

春
男

石
川
県
支
部

武
部
外
喜
寛

静

岡
県
支
部

石
井
敬
明

愛
知
県
支
部

高

見
紀
雄

近
畿
支
部

山
田
昌
次

岡
山

県
支
部

三
宅
秀
俊

広
島
県
支
部

藤

原
忍

鳥
取
県
支
部

石
亀
靖

山
口
県

支
部

殿
井
正
敏

香
川
県
支
部

水
本

隆
信

	 

	 

２
事
業
の
概
要	 

[

本
部
事
業]

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
定
期
総
会	 

明
治
神

宮
文
化
館

３
・
２
０

②
常
務
理
事
会	 

本
部
事
務
室
他

１
・
２
２

他
７
回
③

広
報
委
員
会
会
議

８
・
６

本
部
事
務

室	 ⑵
技
術
事
業	 

①
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講

座	 
(

５
・
２
６)

６
・
３
０

７
・
２

８

９
・
２
９

１
０
・
２
７

②

香
川
県
支
部
・
本
部
共
催
講
座(

６
・
８

９)

香
川
県
宇
多
津
町
・
愛
媛
県
新
居
浜

市
・
今
治
市
③
宮
城
県
支
部
・
本
部
共
催

伝
統
庭
園
技
塾	 

(

１
０
・
１
１

１
５)

宮
城
県
大
和
町	 

覚
照
寺
④
東
京
都
支

部
・
本
部
共
催
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン

こ
れ
か
ら
の
庭
を
楽
し
む

１
０
・

１
３

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館	 

大
ホ

ル
⑤
茨
城
県
支
部
・
本
部
共
催
講

座	 
(

１
０
・
１
９)

土
浦
市	 

向
上
庵	 

⑶
広
報
事
業	 

①

庭
園
協
会
ニ

ス

の
発
行
第
７
１
号

１
・
２
０

第
７
２	 

号

３
・
１
５

第
７
３
号

７
・
３
１

第
７
４
号

１
１
・
３
０

②
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ

ニ
・
ニ

ス	 
N
o
.
1
2
	 (

２
・
１
４)

	 N
o
.
1
3
	 

(

３
・
１
３)

	 
N
o
.
1
4
(

４
・
１
２)

	 
N
o
.
1
5
	 

(

４
・
２
４)

	 
N
o
.
1
6
(

８
・
２
９)

	 
N
o
.
1
7
	 

(

１
０
・
８)

	 
N
o
.
1
8
(

１
０
・
１
６)

	 

⑷
そ
の
他	 

①
日
本
庭
園
協
会
創
立
９
５

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
祝
賀
会	 

清

澄
庭
園	 

大
正
記
念
館

１
１
・
２

②

各
支
部
活
動
協
力
等	 

[

鑑
賞
会
事
業]

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
総
会	 

日
本
女
子
大

学
桜
楓
２
号
館

３
・
２
３

	 

⑵
講
演
会	 

龍
居
竹
之
介

庭
の
顔
・
そ

の
裏
表

３
・
２
３

	 

⑶
庭
園
見
学
会	 

①
春
季
見
学
会	 

静
岡

県(

青
山
荘

清
見
寺
庭
園

浮
月
楼

臨

済
寺
庭
園
な
ど)

５
・
１
６

②
秋
季
見

学
会	 

三
重
県(

諸
戸
氏
庭
園

伊
奈
冨
神

社
庭
園

北
畠
氏
館
跡
庭
園

城
之
越
遺

跡
な
ど)

１
１
・
１
４

１
５

	 

	 



 
 

2 
 

	 
[

支
部
事
業]

	 

北
海
道
南
支
部

	 
⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会

１
・
９

②
新
年
懇
親
会

１
・
１
９

③
新
潟
県

支
部	 

伊
藤
春
男
氏	 

来
道
懇
親
会

９
・
２
８

静
寂
の
里
④
千
葉
県
支
部	 

来
道
懇
親
会

１
０
・
１
７

⑤
役
員
会

１
２
・
２
０

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
支
部
講
習
会	 

石
材
の

ア
プ
ロ

チ

５
・
２
６

静
寂
の
里
②

支
部
講
習
会	 

水
元
と
筧
の
製
作

６
・

２
３

３
０

静
寂
の
里
③
支
部
講
習
会	 

水
元
と
筧
廻
り
の
修
景

７
・
２
１

④

支
部
講
習
会	 

静
寂
の
里
水
害
復
旧

９
・
２
２

９
・
２
９

	 

宮
城
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
新
年
会	 

臨
時
役
員

会

２	 

・
２
４

②
宮
城
県
支
部
発
会
式

６
・
１
５

③
伝
統
庭
園
技
塾
打
合
せ

７
・
２
８

④
役
員
会

１
１

１
２

月

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
伐
採
作
業	 

仮
設
道
路

整
備	 

資
材
運
搬	 

(

８

１
０
月)
	 

②
伝

統
庭
園
技
塾

１
０
・
１
１

１
５

	 

栃
木
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会
お
よ
び
納

涼
祭(

８
月)

②
来
年
度
へ
向
け
て
会
員
勧

誘
の
会
議

１
２
月

	 

茨
城
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
本
部
評
議
員
会
・
総

会(

３
・
１
５)

②
役
員
会
４
回(

３

１
２

月)

③
支
部
総
会	 

(

４
・
１
５)

	 
	 

⑵
技
術
事
業	 

①
向
上
庵
茶
会

４
・
８

土
浦
市
小
野
②
茨
城
県
支
部
・
本
部
共
催

講
座

向
上
庵
及
び
古
平
氏
作
庭
の
庭

	 

(

１
０
・
１
９

２
０)

③
技
能
五
輪
視
察

研
修

１
１
・
２
３

２
４

東
京
都
木

場
公
園	 

⑶
講
演
会	 

①
東
京
都
支
部
講
演
会	 

４
・
７

②
日
本
庭
園
協
会
９
５
周
年

式
典	 

(

１
１
・
２)

	 

埼
玉
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
役
員
会
８
回(

１	 

１
１
月)

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
泥
深
庵
周
辺
管
理

２
・
１
７

い
ず
み
高
校
②
研
修
会
準

備	 
(

６
・
１
５

１
６)

	 

い
ず
み
高
校	 

④ 

研
修
旅
行

１
０
・
５

６

五
箇

山
・
金
沢
方
面
④
作
品
発
表
会(

１

２
・
８)

	 

千
葉
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
役
員
会
５
回

４

３
月

②
支
部
長
会
及
び
日
本
庭
園
協
会

設
立
９
５
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
祝
賀
会

１
１
・
２

③
支
部
忘
年
会

１
２
・

１

④
支
部
総
会

４
・
１
３

⑤
本
部

総
会

３
・
２
０

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
支
部
主
催
庭
園
技
塾

４
・
７

５
・
１
２

６
・
１
６

９
・
１
５

１
０
・
６

２
・
９

３
・
９

②
北
山
杉
剪
定
講
習
会

７
・

１
２

講
師	 

君
和
田
健
二
氏

支
部
会

員

③
文
化
財
庭
園
管
理
の
現
状
と
あ
り

方

９
・
２

講
師	 

小
石
川
後
楽
園
セ

ン
タ

長	 

正
田
弘
之
氏

常
務
理
事	 

廣
瀬
慶
寛
氏
④
東
京
都
支
部
・
本
部
共
催

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン

こ
れ
か
ら

の
庭
を
楽
し
む

１
０
・
１
３

	 

東
京
都
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
幹
事
会
数
回	 

(

１
月

４
月)

②
理
事
会

３
・
６

本
部
③
本

部
総
会

３
・
１
５

④
幹
事
会
５
回

６

１
０
月

⑤
納
会
及
び

こ
れ
か
ら
の

庭
を
楽
し
む

パ
ネ
ラ

と
打
上
げ
会

１

１
・
２
４

	 

⑵
講
演
会	 

①

日
本
庭
園
と
石
造
美
術

品

尼
﨑
博
正
先
生

石
工
の
技

創
造

す
る
伝
統

尼
﨑
博
正
先
生

西
村
金
造

氏

４
・
７

②
対
談

住
ま
い
と
庭

に
参
加	 

中
山
章
氏

建
築
家

平
井
孝

幸
氏

支
部
幹
事

４
・
１
３

③
パ
ネ

ル
デ

ス
カ

シ

ン

こ
れ
か
ら
の
庭

を
楽
し
む

パ
ネ
ラ

	 

高
水
譲
二
氏(

実

業
家)

	 

中
山
章
氏

建
築
家

正
木
覚

環

境
デ
ザ
イ
ナ

榊
原
八
朗

ラ
ン
ド
ス

ケ

プ
・
ア

キ
テ
ク
チ

金
綱
重

治

作
庭
家

コ

デ

ネ

タ

豊
藏

均

編
集
者

１
０
・
１
３

日
比
谷
図

書
文
化
館
④
９
５
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加

１
１
・
２

	 
	 

神
奈
川
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
役
員
会
３
回

１

１
２
月

②
三
役
会
３
回

１

１
１
月

③
支
部
総
会
・
研
修
報
告
会

１
・
２
７

⑤
本
部
総
会

３
・
１
５

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
庭
門
研
修

庭
門
を
作

る

１
・
２
７

２
・
２
３

２
５

②
庭
門
敷
石
研
修
会

４
・
７

③
パ

ス
作
成
研
修
会

６
・
１
８

７
・
２

３

８
・
８

８
・
２
３

９
・

３

④

公
社

日
本
造
園
学
会
関
東
大

会
・
パ
ネ
ル
展
示

金
子
副
支
部
長
・
持

田
庭
盛
会
会
長	 

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
参
加	 

⑶
見
学
会	 

福
住
氏
作
庭	 

三
庭
園

５
・
１
９

	 

新
潟
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
役
員
会
・
新
年
会	 

(

１
・
１
６)

②
役
員
会
・
支
部
総
会	 

(

２
・

２
４)

③
役
員
会
４
回(

４

９
月)

④
役

員
会
・
田
中
泰
阿
弥
展
反
省
会(

６
・
２
５)

⑤
役
員
会
・
納
涼
会(

８
・
２
３)

	 

⑥
役
員

会
・
県
内
研
修
会

１
１
・
２
５

２
６

下
越
地
区	 

⑵
技
術
事
業	 

①
県
外
研
修

３
・
３

５

京
都
②
貞
観
園
工
事
検
討
会(

７
・
９)

③
初
代
後
藤
石
水
作
庭	 

峯
村
氏
庭
園	 

見
学
調
査(

１
０
・
５

６)

④
支
部
主
催

伝
統
庭
技
塾

１
０
・
１
６

１
８

貞

観
園	 

⑶ 

田
中
泰
阿
弥
研
究
会	 

①
手
紙
を
読	 

む
会	 

第
１
１
回

５

第
１
３
回

４

ま
で
１
１
回

１

１
２
月

②
田
中
泰

阿
弥
展

６
・
８

１
３

③
田
中
泰
阿

弥
図
録
作
成
発
刊
中

６
月

	 

石
川
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

本
部
総
会

３
・
１
５

	 

⑵
講
習
会	 

自
然
石
・
石
造
物
産
地
の
見
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立
術

７
・
７

村
瀬
造
園

荒
谷
園
芸

圃
場	 

講
師
支
部
役
員	 

⑶
研
修
会	 

施
設
見
学
会	 

ミ
ホ
ミ

ジ
ア
ム

１
１
・
１
７

滋
賀
県
甲
賀
市	 

静
岡
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 
①
支
部
総
会
お
よ
び
研

修
旅
行(

２
・
２
４

２
５)

京
都	 

旧
川

田
邸

小
島
佐
一
作

北
村
美
術
館	 

天

龍
寺
茶
室	 

大
安
苑

１
１
代
小
川
治
兵

衛
作

②
役
員
会

８
・
２
４

	 

⑵
技
術
事
業	 

技
能
研
修	 

土
塀
骨
組
み	 

腰
石
積

４
・
２
０

２
１

土
塀	 
小

舞

７
・
２
８

土
塀
ド
ロ
詰

９
・
８

土
塀
屋
根	 

小
舞
ド
ロ
詰

１
０
・
６

	 

愛
知
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会	 

(

２
・
１
６)

	 
	 

⑵
技
術
事
業	 

①

第
２
回
石
積
み
講
座

基
礎
編

㈱
お
し

楽
共
同
企
画

(

３
・
１
６

１
７)

お
し

楽
常
滑
資
材

セ
ン
タ

	 

講
師	 

鈴
木
富
幸
氏
②

庭

園
イ
メ

ジ
パ

ス
講
座

６
・
２
３

７
・
２
８

講
師

高
見
紀
雄
氏
・
今

井
佳
夫
氏
③

モ
デ
ル
ガ

デ
ン
制
作
石

積
み
講
座

基
礎
編

９
・
８

④

モ

デ
ル
ガ

デ
ン
制
作
石
積
み
講
座

応
用

編

１
０
・
１
３

⑤

第
３
回
石
積

み
講
座

応
用
編

㈱
お
し

楽
共
同

企
画(

１
１
・
９

１
０)

お
し

楽
常
滑

資
材
セ
ン
タ

	 

講
師	 

鈴
木
富
幸
氏	 

⑶
講
演
会	 

日
本
庭
園
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
デ
ザ
イ
ン

１
１
・
１
７

名
古
屋
城

二
の
丸
庭
園	 

名
古
屋
市
能
楽
堂	 

講
師	 

野
村
勘
治
氏	 

近
畿
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会(

４
・
２

０)

②
役
員
会	 

(

７
・
２
６)

	 

岡
山
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
役
員
会

２
・
１
３ 

倉
敷
市
②
本
部
総
会

３
・
１
５

③
支

部
総
会

３
・
１
８

④
支
部
長
会

１

１
・
２

 

⑵
技
術
事
業	 

①
香
川
県
支
部
・
本
部
共

催
講
座

６
・
８

②
全
国
都
市
緑
化
フ

ア

１
１
・
１
０

鳥
取
県
湖
山
池

会
場 広

島
県
支
部

	 
⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会

１
・
２

７

②
本
部
総
会

３
・
１
５

③
支
部

長
会
・
９
５
周
年
記
念
式
典

１
１
・
２

④
役
員
会
・
忘
年
会

１
２
・
１
５

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
技
術
講
習	 

石
塀

１
・
１
３	 

２
０	 
２
７	 

３
１	 

２
・
３	 

１
０	 

１
７	 
２
４	 

２
８

３
・
２
４	 

２
８	 

３
１	 
４
・
１
４	 

５
・
３
０	 

６
・
９	 

１
６	 

７
・
２
１	 

	 
	 

８
・
１
８	 

９
・
１
５	 

１
０
・
２
０	 
１

１
・
１
７	 

１
２
・
１
５

＊
６
月
終
了

予
定
で
し
た
が

石
塀
講
習
会
続
行
中
②

炭
焼
き
終
了

２
月
末
よ
り
４
・
２
９

支
部
会
員
有
志
③
香
川
県
支
部
・
本
部
共

催
講
座

６
・
８

９

	 

⑶
見
学
会	 

①
閑
谷
学
校
石
積

シ
シ
垣

修
復
の
見
学

２
・
２

	 

鳥
取
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会	 

(

４	 

・
２

０)
	 山

口
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
幹
事
会	 

４
回(

１

１
０
月

②
支
部
総
会

７
・
２
７

	 

⑵
見
学
会	 

大
北
望
氏
作
庭
庭
園

２
・

２
３

２
４

姫
路
市	 

香
川
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会

３
・
９

②
本
部
総
会

３
・
１
５

③
役
員
会
４

回

４

６
月

④
支
部
長
会

１
１
・

２

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
善
通
寺
フ
ラ
ワ

＆
ガ

デ
ン
フ

ス
タ
２
０
１
３(

５	 

・
１
８

１
９)

②
香
川
県
支
部
・
本
部
共
催
講
座

６
・
８

９

坂
出
市

今
治
市
他	 

⑶
そ
の
他	 

９
５
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

１
１
・
２

 
	 

以
上
の
報
告
に
続
い
て
決
算
報
告
と
監
査

報
告
が
行
わ
れ
た
結
果

満
場
異
議
な
く

了
承

第
一
号
は
可
決
し
た

	 

	 	 

○
第
二
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画

予
算
説
明

	 

計
画
説
明

廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事	 

予
算
説
明

高
橋
康
夫
常
務
理
事	 

	 

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
の
概
要	 

本
部
事
業

	 

⑴
本
部
事
業
の
推
進	 
①

一
般
社
団
法

人

が
認
定
さ
れ

そ
の
主
旨
で
あ
る
公

益
目
的
事
業
を

よ
り
積
極
的
に
展
開
す

る

具
体
的
に
は

ホ

ム
ペ

ジ
の
内

容
を
充
実
さ
せ

庭
園
協
会
の
活
動
の
意

義
と
魅
力
を
広
く
一
般
に
周
知
さ
せ

会

員
の
増
加
と
一
般
参
加
の
機
会
を
増
や
す

そ
し
て
継
続
事
業
と
し
て

鑑
賞
会
の
庭

園
趣
味
の
普
及

庭
園
技
塾

若
手
技
術

者
の
育
成

海
外
国
際
活
動
へ
の
参
加
等

の

活
動
を
新
た
な
意
識
で
進
め
て
行
く

②
各
支
部
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
本
部

支
部
共
催
の
講
演
会

見
学
会
等
を
主
催

し

地
方
性
を
尊
重
し
た
上
で

そ
の
独

自
性
の
理
解
を
深
め

一
般
参
加
者
へ
の

庭
園
技
術
及
び
庭
園
趣
味
の
普
及
を
図
る

③
日
本
庭
園
協
会
賞

奨
励
賞
を

贈
呈

す
る
こ
と
に
よ
り

庭
園
関
係
で
貢
献
す

る
専
門
家
に
対
し
て
顕
彰
の
機
会
を
与
え

る

④
特
例
で
あ
る
が

宮
城
県
支
部
主

催
の

東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園

の
築
庭
事
業
に
対
し
て

庭
園
協
会
と
し

て
そ
の
意
義
を
尊
重
し

積
極
的
に
事
業

の
推
進
を
図
る

 
.

⑵
総
会
等
の
開
催	 

定
期
総
会

３	 

・

２
０

東
京
明
治
神
宮	 

文
化
館 

⑶
総
務
事
業	 

各
役
員
会
の
開
催(

常
務

理
事
会
は
年
１
０
回

理
事
会
は
年
２
回

支
部
連
絡
協
議
会
は
年
２
回
を
予
定) 	 

	 

⑷
鑑
賞
研
究
事
業	 

①
村
山
吉
廣
氏
講
演

会

中
国
の
庭
園
と
そ
の
詩
文

３
・
１

５

日
本
女
子
大
学
桜
楓
２
号
館
②
鑑
賞

研
究
部
連
続
講
演
会

４

７
月
の
最
終
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日
曜
日

講
師	 

龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長

③
春
季
見
学
会(

６
月
上
旬)

京
都
方
面
④

秋
季
見
学
会

１
１
月
中
旬

	 

⑷ 

技
術
事
業	 

①
若
手
向
け
庭
園
技
術

連
続
基
礎
講
座
開
催

５
・
１
１	 

６
・
８	 

７
・
１
３	 

８
・
１
０	 

９
・
１
４

②
文
化
財
指
定
庭
園
保

護
協
議
会
総
会
参
加

６
・
５

６

③
宮
城
県
支
部
・
本
部
共
催	 

伝
統

庭
園
技
塾

１
０
・
１
１

１
５

東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築

庭
事
業

宮
城
県
大
和
市	 

覚
照
寺

④
山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
講
座	 

講
演
・
見
学
会

１
１
月

下
関
市

山
口
市	 

⑹
広
報
事
業	 

①
庭
園
協
会
ニ

ス
の

発
行	 

第75

号

１
月
３
１
日
発
行

を

は
じ
め
年
間
４
回
発
行
予
定
②
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ

ニ
・
ニ

ス
の
発
行	 

全
会
員
へ
の
葉

書
通
信	 

毎
月
発
行(

事
業
計
画
の
な
い

月
は
除
く)

③
協
会
機
関
紙

庭
園

復
刊

第
１
０
号
の
刊
行

３
・
２
０
予
定

 

⑺
国
際
活
動
事
業	 

北
米
日
本
庭
園
協
会

(N
AJG

A)

と
の
提
携
文
書
調
印
式
に
当

協
会
か
ら
数
名
出
席
予
定

１
０
・
１
６

１
８

 
 	 
[

支
部
事
業]
	 

北
海
道
南
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会
・
懇
親

会
・
ブ
ロ

ク
会
議(

１
月)

	 

②
支
部
長
会

議

２
月

③
支
部
役
員
会(

３
月	 

１
２

月)

④
本
部
総
会

３
月

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
四
阿
製
作
及
び
護
岸

５
月

②
函
館
緑
と
花
の
フ

ス
テ

バ
ル
③
燈
籠
製
作	 

⑶
見
学
会	 

観
楓
会

１
０
月

	 

宮
城
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
役
員
会	 

決
算

報
告	 

伝
統
庭
園
技
塾
の
準
備
予
定
打
合

せ

１
・
５

覚
照
寺
②
反
省
会

１
１

月

③
忘
年
会

１
２
月

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
チ

ン
ソ

講
習
会

１

４
月

伐
採
作
業
・
伐
採
木
の
製

材
・
作
業
小
屋
の
製
作
②
既
存
池
の
ド
ロ

上
げ
・
仮
設
道
路
整
備

４

８
月

③

資
材
運
搬

８

１
０
月

④
伝
統
庭
園

技
塾

１
０
・
１
１

１
５

	 

栃
木
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 
支
部
総
会

３
月

	 

*

各
支
部
の
事
業
へ
参
加
し

会
員
勧
誘
を

中
心
に
活
動
し
て
い
く	 

茨
城
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
長
会

２
・
１

５

②
支
部
役
員
会
４
回

３

１
２
月

③
本
部
評
議
員
会
・
総
会

３
月

④
支

部
総
会

４
月

 

⑵
技
術
事
業	 

①
向
上
庵
測
量

９
月

②
庭
園
視
察

１
１
月

 

＊
本
部
鑑
賞
会
や
他
支
部
の
事
業
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る 

埼
玉
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

総
会
・
新
年
会

１
・

２
６

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
泥
深
庵
周
辺
管

２
・

２
３

県
立
い
ず
み
高
等
学
校
②
研
修
会

５
・
３
１

６
・
１

８
・
２
３

２

４

県
立
い
ず
み
高
等
学
校 

⑶
見
学
会	 

研
修
旅
行(

１
０
・
４

５)
	 

千
葉
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
総
会(

４
・
１

２)

②
役
員
会
４
回(

７

１
月)

③
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
・
忘
年
会

１
２
・

８

	 

⑵
技
術
事
業	 

①
講
習
会

青
年
部

５
・
１
８

他
支
部
と
の
交
流
②
支
部

主
催	 

庭
園
技
塾

６
・
１
５

１
０
・

１
２

３
月
中
旬

③
茅
葺
き
屋
根
葺
き

勉
強
会

２
月
中
旬

	 

⑶
見
学
会	 

視
察
旅
行

１
１
・
１
６

１
８

支
部
間
交
流
を
計
画 

東
京
都
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

①
支
部
連
絡
協
議
会

１
・
２
５

宮
城
県
②
支
部
長
会

２
・

１
５

③
幹
事
会

２
・
２
２

④
理
事

会

３
・
５

⑤
本
部
総
会

３
・
２
０

⑥
納
会

１
１
月

＊
例
年
と
同
じ
く
２

か
月
に
１
回
幹
事
会
を
予
定	 

⑵
技
術
事
業	 

①
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
予
定

春
季

②
講
演
会
予
定

秋

季

③
伝
統
庭
園
技
塾
参
加

１
０
・
１

１

１
５

	 

神
奈
川
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 
①
役
員
会

１

１
１

月)

②
支
部
総
会
・
交
流
会

３
・
７

③

本
部
総
会

３
・
２
０

 

⑵
技
術
事
業	 

①
庭
園
研
修
会

４
・
８

６
・
１
０

８
・
１
９

１
０
・
７

＊
４
回
の
う
ち
１
回
を
見
学
会
の
予
定	 

新
潟
県
支
部

	 

⑴
技
術
事
業	 

①
支
部
主
催
伝
統
庭
技
塾

②
勉
強
会	 

県
外
研
修
会

県
内
研
修
会

企
画
展

田
中
泰
阿
弥
研
究
会
・
手
紙
を

読
む
会	 

石
川
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

本
部
総
会

３
月

	 

⑵
技
術
事
業	 

露
地
・
茶
室
・
喫
茶
の
心

得
講
習
会

６
月
頃

	 

⑶
見
学
会	 

施
設
見
学
会

１
０
月
頃

近
県
施
設	 

静
岡
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会
及
び
研
修
旅

行(

３
・
２
３

２
４)

丹
波
及
び
竹
田
城	 

⑵
技
術
事
業	 

土
塀

１
・
１
２

２

２

＊
視
察
・
技
能
研
修
会

会
員
の
希

望
に
よ
り
随
時
開
催	 

愛
知
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会(

１
・
２
５)

	 
	 

⑵
技
術
事
業	 

第
４
回
石
積
み
講
座

応

用
編

お
し

楽
共
同
企
画

３
月

講

師	 

鈴
木
富
幸
氏	 

支
部
員	 

岡
山
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会(

１	 

・
１
３)

	 

広
島
県
支
部

	 

⑴
技
術
事
業	 

①
石
積
技
術
講
習
・
閑
谷

学
校
石
塀
制
作
②
炭
焼
き

４
月
以
降

	 

⑵
見
学
会	 

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
講

座
参
加	 
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島
根
県
支
部

	 
⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会	 

⑵
そ
の
他	 

他
支
部
と
の
交
流

情
報
交

換	 

山
口
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 
①
幹
事
会
５
回

２

１
１
月

②
支
部
総
会

５
月

 

⑵
技
術
事
業	 

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催

講
座

１
１
月

下
関
・
山
口	 

香
川
県
支
部

	 

⑴
会
議
の
開
催	 

支
部
総
会

５
・
１
７

	 

⑵
見
学
会	 

庭
園
見
学
会

７
月

	 

⑶
そ
の
他	 

庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１

１
・
２
３

２
４

愛
媛
県	 

	 

○
第
三
号
議
案

一
般
社
団
法
人
へ
の
移

行
申
請
完
了
報
告	 

趣
旨
説
明

望
月
敬
生
常
務
理
事	 

本
部
と
支
部
の
あ
り
方
及
び
会
費
納

入
方
法
の
説
明	 

評
議
員
会

を

全
国
評
議
員
会

に
改
め
て
新
定
款
に
定
め

こ
れ
ま
で
の

支
部
長
会

は
廃
止
し
て

新
た
に

日

本
庭
園
協
会
全
国
支
部
連
絡
協
議
会

を

発
足
さ
せ
る

	 

審
議
の
結
果

原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
た

	 

ま
た

支
部
通
帳
名
義
変
更
の
お
願

い

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
六
年
付
け

新
法
人
移
行
に
伴
い

各
支
部
銀
行
通
帳

の
名
義
変
更
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

●
現
在	 

㈳
日
本
庭
園
協
会
○
○
○
支
部

●
変
更
後	 

日
本
庭
園
協
会
○
○
○
支

部
と
し

頭
の

㈳

や

社
団
法
人

を
外
し
て
く
だ
さ
い

※
銀
行
に
相
談
し

た
と
こ
ろ

㈳

を

は
ず
す
名
義
変
更

の
場
合

謄
本
は
必
要
な
い
と
の
こ
と

	 

日
本
庭
園
協
会
は

一
月
六
日
付
け
で

社
団
法
人

か
ら

一
般
社
団
法
人

へ
移
行
し
ま
し
た
が

そ
れ
と
同
時
に

一

般
社
団
法
人

の
法
人
格
は
本
部
の
み
で

各
支
部
は
任
意
団
体
と
い
う
位
置
づ
け
に

変
更
と
な
り
ま
し
た

支
部
ま
で

一
般

社
団
法
人

と
す
る
た
め
に
は
支
部
か
ら

も
申
請
書
類
提
出
及
び
会
計
を
本
部
に
統

一
さ
せ
る
必
要
が
り

支
部
活
動
の
独
自

性
・
自
由
性
を
優
先
の
た
め

	 

そ
の
た
め
今
年
か
ら
各
支
部
の
正
式

名
称
は
す
べ
て

日
本
庭
園
協
会
○
○
○

支
部

と
な
り
ま
す

し
か
し
な
が
ら

名
義
か
ら

㈳

の
文
字
が
消
え
る
だ
け

で

支
部
と
本
部
の
活
動
は

今
ま
で
と

全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で

今
後
と
も
ま

す
ま
す
の
支
部
活
動
を

お
願
い
い
た
し

ま
す

	 

	 

○
第
四
号
議
案

役
員
改
正
の
件

	 

	 
	 

	 

趣
旨
説
明

望
月
敬
生
常
務
理
事	 

	 

評
議
員
鈴
木
直
衛
氏
ご
逝
去
と

評
議

員	 

坂
勝
氏

新
藤
志
延
氏

越
智
將
人

氏
の
新
任

 

審
議
の
結
果

原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
た

	 

	 

	 

○
第
五
号
議
案

東
日
本
大
震
災
復
興
記

念
庭
園
築
庭
事
業

	 

	 

昨
年

東
北
支
部
の
解
散
の
後

４
月

に
宮
城
県
支
部
が
発
足
い
た
し
ま
し
た

平
成
二
十
五
年
度
に

５

年
計
画
の
初

年
度
と
し
て

こ
の
築
庭
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た

会
員
の
多
く
が
参
加
さ
れ

第

一
段
階
が
見
事
に
出
来
ま
し
た

し
か
し

な
が
ら

素
晴
ら
し
い
企
画
で
あ
り
ま
す

が

ボ
ラ
ン
テ

ア
だ
け
で
は
済
ま
な
い

事
業
で
あ
る
こ
と
が

常
務
理
事
会
で
協

議
さ
れ

そ
の
結
果
①
こ
の
築
庭
事
業
を

日
本
庭
園
協
会
の
今
ま
で
の
継
続
事
業
で

あ
る

伝
統
庭
園
技
塾

と
し
て

宮
城

県
支
部
・
本
部
共
催
と
し

全
会
員
に
参

加
を
呼
び
か
け

技
術
習
得
の
場
と
し
て

参
加
費
を
募
り

本
部
か
ら
も
活
動
を
助

成
す
る

②
こ
の
築
庭
事
業
で
は

ボ
ラ

ン
テ

ア
に
よ
る
作
業

持
ち
寄
り
の
材

料
等
の
他
に

重
機
等
の
使
用
も
不
可
欠

で
あ
り

様
々
な
経
費
が
か
か
る

	 
	 

	 

	 

こ
の
築
庭
事
業
の
資
金
協
力
と
し
て

全
会
員
へ

一
口
五
千
円
の
寄
付
を

募

る
	 

	 
そ
の
結
果

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

	 

	 

○
第
六
号
議
案

総
会
議
決
事
項
の
委
任

の
件

	 
	 

趣
旨
説
明

金
子
直
作
会
長	 

	 

総
会
議
決
事
項
の

常
務
理
事
会
へ
の

委
任
が
可
決
さ
れ
た

	 

平
成
２
６
年
度	 

事
業
計
画
・
収
支
予
算

の
補
正
及
び
特
別
会
計
・
役
員
改
正
に
関

す
る
件

	 

	 

○
そ
の
他	 

	 

奨
励
賞
授
与
式	 

田
中
徳
夫
氏	 

講
演

近
作
を
語
る
❘
作
庭
と
ア

ト
と

の
融
合

甲
府
に
あ
る
ギ

ラ
リ

に
て

の
季
節
に
よ
る
内
装
飾
り
付
け
と
ア

ト

関
係
者
と
の
交
流
に
つ
い
て

甲
府
銀
座

の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
庭
で
樹
海

を
表
現

	 

	 

総
会
は

青
木
美
樹
子
副
会
長
の
閉
会

の
辞
で
無
事
終
了
し
た

引
き
続
き
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
た

	 

	 


